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Abstract: In this research, we introduce a system for searching causal relationships of events related to 
economics and finance in a chain-like manner from a database extracted from economic text data. This 
system also introduces stock price analysis using this economic causal-chain search. 

 

はじめに 

経済ニュース記事を読んでいると，株価の動きや

商品の売り上げ，雇用や貿易など様々な経済事象に

関する原因と結果の関係の記述がよく出てくる．例

えば「将来の少子高齢化が○○を引き起こし，それ

に関連した○○に関する需要が増えることが予想さ

れる」とか「現在の株価下落は○○による市場参加

者のリスク警戒心理の高まりを反映している」など，

ある事象の経済的な波及効果やその事象の原因につ

いて述べている． 
しかし経済現象のように人間の行動が関係する事

象の因果関係を，数値データだけから統計的に解析

することは難しい．なぜなら，人間が原因事象をど

のように認識して，それに対してどのような行動を

取るのかという行動ルールが因果関係の鍵となって

いるからである．時と場合によって因果関係が変化

する．自然科学的現象のように数値データの統計分

析で，客観的かつ普遍的な因果系列を取り出すこと

はほぼ不可能である． 
そこで，本研究では人間が認識した因果関係が含

まれていると思われる経済テキストデータを解析し，

経済分野に関わる因果関係のデータベースを構築す

る．さらに，特定の事象を表すフレーズから派生す

る因果系列を検索する手法を開発する．本手法を用

いて，ユーザが入力した語句に対して因果系列を表

示し，ユーザが適切な系列に選択したり適切でない

系列を削除したりできるシステムを実装した．本シ

ステムで作成された因果チェーン，経済的な波及効

果と要因列挙が可能となる． 
本稿では，因果チェーン検索システムと，本シス

テムやアルゴリズムを用いた応用例を紹介する． 

 

経済的因果関係の抽出とデータベー

ス構築 
人間が認知した因果関係について記述されたテキ

ストデータを解析し，そこから因果関係を抽出する

技術が必要となる．本システムでは，決算短信とい

う上場企業が業績や財務状況を開示するために定期

的に発行しているテキストから，手がかり表現を用

いた手法[1]により因果関係を抽出した． 
 使用したテキストデータ：2012 年 10 月から

2018 年 5 月に約 2,300 社が発行した約 2 万個の

決算短信テキスト 
 抽出した因果関係：1,078,542 個 
抽出された因果関係は，決算短信の発行された日付，

決算短信を発行した銘柄などと一緒にデータベース

に保存される． 
 

因果チェーンの構築アルゴリズム 
上述の経済因果データベースから，特定の語句か

ら関連する因果系列を構築する手法には，[2, 3]を基

に改良した手法を用いた．具体的には以下の 4 ステ

ップからなる(図 1). 
1. ユーザがフレーズを入力する．最初は終端ノー

ドを入力テキストとする． 
2. 終端ノードの表現と一定の類似性がある因果

関係を経済因果データベースから選択し，ネッ

トワーク追加候補とする． 
3. Step 2 で抽出したネットワーク追加候補と終端

ノードの組み合わせについて因果関係ノード
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間の類似度を計算する.因果関係ノード間の類

似度が閾値α以上あるときにノードをネット

ワークに追加してネットワークを拡張する. 
4. Step 3 でネットワークに追加したノードを終端

ノードとして Step 2, Step 3 を繰り返す.  
 

因果チェーン検索には 2 種類の方向があり，前向き

の場合は入力テキストを最初の原因表現として，原

因-結果の順で波及効果を検索する(図 1a)．後ろ向き

の因果チェーン検索の場合は，入力テキストを最終

の結果表現として，結果-原因の順で潜在的な遠因を

検索する(図 1b)． 

図 1. 前向きと後ろ向きの因果チェーン検索 
 

経済因果チェーン検索システム 
上述の因果チェーン構築アルゴリズムを基に，ユ

ーザが提示された因果関係を編集できる機能を加え

た経済因果チェーン検索システムを実装した 1[4]．
以下に本システムの動作する様子を説明する． 
最初に開始テキストをユーザが入力する(図 2)．そ

の際に，原因から結果への波及効果の検索か結果か

ら原因への要因検索かを指定する．さらに，因果チ

ェーンを構築する対象となる因果関係が発行された

期間を限定することも可能である． 
 

 

 

 

 

 
図 2. 開始テキストを入力するテキストボックス 
 
テキストボックスの右にある検索ボタンをクリッ

クすると，開始テキストに連鎖する因果関係を表示

                                                           
1 本システムは 2019 年 3 月より東京大学 和泉研究室のサイト

(http://socsim.t.u-tokyo.ac.jp)にて公開予定である． 

する(図 3)．デフォルトでは関連性の高い順に 3 個の

因果関係を表示する．より多くの因果関係を見たけ

れば，「もっと見る」ボタンをクリックし因果関係ノ

ードの表示を増やすことが出来る．因果関係の各ノ

ードに対して，ユーザが適切な因果でないと判断し

た場合は，各ノードの右上にある削除ボタンを押し

て，ノードを削除できる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3. 連鎖する因果関係の表示 
 
各ノードからさらに因果チェーンを伸ばしたい場

合は，各ノードの右側にある「>」ボタンをクリック

すると，クリックされたノードを終端ノードとして

関連する因果関係が追加される(図 4)． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4. 因果チェーンの追加 
 
上記の因果チェーンの構築作業を繰り返し，ユーザ

が必要とする因果チェーンを構築できたら，構築し

た因果チェーンをファイルに保存することが出来る． 
 

経済因果チェーンを用いた株価分析 
経済因果チェーンの検索結果を用いて株価動向分

析を行った研究事例を 2 つ紹介する． 

因果関係を用いた銘柄間関連性指標 
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[6]は，本稿の経済因果チェーンの検索結果を持ち

いて企業間の関連性の指標を計算した．ある企業 X
の決算短信に出現した因果情報に後ろ向きの因果チ

ェーン検索を行い，X の原因表現に類似する結果表

現を有する因果情報を他の企業 Yの決算短信に出現

する回数を X と Y の結びつきの強さとした．ある時

点で企業 Y の株価に大きな変動があった場合に，市

場参加者はその変動要因を類推し，変動要因に関連

する企業 X の株式が売買されると仮定した．また Y
から X への株価変動の伝播には，要因分析にかかる

タイムラグが存在するとした．上記の仮定に基づき，

TOPIX500 の構成銘柄に対して，先月の月次リター

ン(株価変動)が上位 20％の上昇した銘柄と因果関係

で関連する銘柄を買った．逆に，先月に下位 20％の

下落した銘柄に関連する銘柄を売るという売買を毎

月行った．2012 年 12 月から 2019 年 1 月のデータで

検証した結果，年率で 6.92%の正の利得が得られた． 

因果関係を用いたニュースイベント分析 

[7]は，特定のフレーズと関連する企業のリストを，

因果チェーンの検索結果を用いて作成した．「小麦 
価格」という入力テキストに対して前向き因果チェ

ーン検索の結果，図 Aのような因果チェーンを得た．

各層の因果情報を含む決算短信を発行した企業を調

べて，各層で初めて出現した企業のリストを作成し

た．その結果，先ほどの「小麦 価格」から構築した

因果チェーンでは，前向き方向と後ろ向き方向のど

ちらの検索結果でも，第 1 層では製粉会社や製パン

業者など小麦価格に直接関連する企業が出現した．

第 2 層、第 3 層には，小麦価格と間接的な関連を持

つ企業が出現するようになった．例えば，前向き方

向の検索の場合は，化学製品・調味料・食品製造機

械メーカーなどが第 2 層と第 3 層で初出となった．

後ろ向き方向の場合は，より広範な要因に関連する

商社が出現した．このリストに含まれる企業に関し

て，2018 年 6 月以降で見出しに「小麦 価格」を含

む大きなニュース記事が発行された時点の前後 20
営業日の価格変化を調べた．その結果，ニュース発

行前に比べ発行後の価格変動が増大していた．さら

に，より深い階層で出現した銘柄の株価の方がより

大きな変動が長く持続した．  
 

まとめ 
本研究では，経済・金融に関わる事象の因果関係

を，経済テキストデータから抽出したデータベース

から連鎖的に検索するシステムの紹介をした．本シ

ステムにより，ユーザが入力したイベントからの経

済的な波及効果を推論したり，ニュース記事からの

因果チェーンをたどった関連銘柄を提示したりする

などのサービス応用のアイデアを紹介した． 
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図 A 「小麦 価格」からの前向き因果チェーンの結果の一部 

 

人工知能学会研究会資料 
SIG-FIN-024

4


	Economic Causal Chain Search System and its Application
	Kiyoshi Izumi1, Hiroki Sakaji 1
	1Department of Systems Innovation, School of Engineering, the University of Tokyo




